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希望のひとしずく
キース・カラブレーゼ 著
代田 亜香子 訳
理論社

希望を持たないと努力もできず
にただ時間だけが過ぎていく。そ
んな無駄な中学校生活はしたく
ないと思った。一歩ずつ前をみて
前進することで心が育ち希望へと
導いてくれると思う。答えは教え
てもらうのではなく自分で努力し
気づいていく力をつけたいと思っ
た。（有和中1年）

青いスタートライン
高田 由紀子 著
ポプラ社

この本での好きな場面は、最初は
全く泳げなかった颯太が夏生との
練習を経て遠泳大会に出場し、見
事最後まで泳ぎ切った場面です。
一生懸命頑張る颯太を応援したく
なるとともに、頑張ることの素晴
らしさに気づくことができます。さ
わやかな青春の物語、ぜひ読んで
みてください。

（有和中1年）

N
道尾 秀介 著

集英社

このNという本は読み方次第で７２０
通りもある本です。
ぼくも、3通りぐらい読みましたが、
全部ちゃんと話ができていてすご
いと思いました。

（有和中1年）

天国までの49日間
櫻井 千姫 著
スターツ出版文庫

この本は悲惨ないじめを受けた主
人公、折原安音が自殺をし、天国
か、地獄にいくかを４９日で決め
るというお話です。いじめをした人
もそれを見ていた人も、最終的に
いじめはしてはいけないと決心し
ます。この本はいじめ、命を考え
させてくれます。

（有和中1年）

変な家２ ～11の間取図～
雨穴　

飛鳥新社

変な家２はホラー系の本です。
ホラー系や謎を解くのが好きな人
におすすめです。11の家の間取り
図にはそれぞれ、奇妙な謎が隠
れており、最初は共通点がなかっ
たそれぞれの間取り図ですが、謎
が解けていくと、11の間取り図、
全てがつながります。

（有和中1年）

べんり屋、寺岡の夏。
中山 聖子 著

文研出版

僕がこの本の好きなところは、
最後にある「あとがき」の部分で
す。なぜあとがきの部分が好きか
というと、「将来の自分」という
のがテーマということが書いてお
り、作者の気持ちがあとがきに書
かれているからです。この本のあ
とがきを読んで、僕も夢を見つけ
られました。

（有和中1年）

僕の自慢のヤバい家族
森 三久 著

KADOKAWA

本に書ききれないぐらい面白い
家族の話です。「子育ての常識
を捨てたら家族の笑顔が増えま
した」という言葉がいいなと思
いました。普通の家はお父さん
やお母さんが子供に怒ったりす
るけど森ケはちがって友達みた
いに子育てをしているのがいい
と思いました。読んでいて面白
かったです。（有和中1年）

レーエンデ国物語　
多崎 礼 著

講談社

この物語は主人公のユリアとその
父のヘクトルがレーエンデと呼ば
れる不思議なところで冒険をする、
ファンタジーです。
冒険していく中での人との関わりが
たまりません。この物語を読むと夜
も眠れないくらい混沌とした気持ち
になりました。

（有和中1年）

�%�Ç�è���i�°���/�(�‰�£��
)�ª�©�è�����µ
£�å�
�2���µ
£�E�Ï�¢�º�����µ
£�G�Ï�¢�Í�‰

�è�Ó�ß���Ü�è�à�'�-�!�î�Ä�è�þ�m�á�K�Û�Ð�!�O�[���!�²�Í��� 

�%���u���Ç�è���i�°���/�(�K�u�å���Í�n�£�µ
£�è�j
��Ó�¦�P�K�"�Ü�‰�Ó�Í���Y�2� 

�%�Z�Ï�Ö�u�ß���å���Î�­�è���¸�K�Û�›�������!�Ä�ß
;�'�è�§�u�²�™�u���Í���V�2�å� 

���å
\�U
¬�œ�i�Š
き

エヌ

へん

ぼく じ まん か ぞく こくものがたり

いえ ま ず や てら おか なつどり

てん ごく にち かん

ぼう あお

ねん せい えら ほん
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こちらの面は中学生向けの本を集めています。
52ヘルツのクジラたち
町田 そのこ 著/中央公論新社

52ヘルツのクジラ。どれだけ声を
あげても、誰にも気づかれないク
ジラ。このクジラのように、誰にも
苦しみの声が気づかれないで生き
る大人やこどもの物語です。気づ
いてもらえない声。私の周りにも
気づいていないだけで苦しんでい
る人がいるのではないかと考えさ
せられました。（有和中3年）

EASY FIGHT
堀口 恭司 著/幻冬舎

この本は格闘家である堀口恭司さ
んの物語です。堀口恭司さんの少
年時代やこれからのことなど様々
なことが書かれています。僕はこ
の本を読んで努力することの大切
さを改めて実感しました。今スポ
ーツに真剣に打ち込んでいる人は
読んでみてください。

（有和中3年）
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きみと真夜中をぬけて
雨 著/スターツ出版文庫

「若いってのは、それだけで武器だ
から」という言葉が好きです。
まだ学生の私は、何度でも挑戦し、
やり直せるということや時間の過ご
し方について教えてくれました。何
もしないことも、何かをすることも、
どちらを選んでも自分の未来を変え
るきっかけになることを学んだから
です。

（有和中2年）

ま よ なか

空色勾玉
荻原 規子 著/徳間書店

日本神話を題材としていて、自然描
写などが美しくスラスラ読むことが
できた。岩姫さんの言葉で、「つぐ
なおうにも、つぐなえないものもこ
の世にはあるが、それを知っている
ことと、努力をしないことは別じゃ
よ」という言葉を聞いたら色々考え
るものがあった。

（有和中3年）

そら いろ まが たま

学生時代に
やらなくてもいい20のこと
朝井 リョウ 著/文藝春秋

まずこの本の一つ目の魅力はタイト
ルです。今学生である僕たちにとっ
て「学生時代にやらなくてもいい」
という言葉は魅力的に感じると思い
ます。もう一つの魅力は「やらなく
てもいいこと」がすべて話として紹
介されるところです。話になってい
ることで内容が分かりやすくなって
います。

（有和中2年）

がく せい じ だい

スベらない同盟
にかいどう 青 著/講談社

はじめはクラスの人気者だった主
人公だけど、夏休み中のとある出
来事を境にクラスでの地位が落ち
てしまいます。
キャラ同士の距離感の縮まり方、
学生生活の不穏さ、後半の伏線回
収など読みどころが多くて読んで
いて面白いです。

（有和中3年）

どう めい

物語のおわり
湊 かなえ　著　朝日新聞出版

人々がいろいろな悩みを抱えなが
ら、「空の彼方」という短編小説の
終わりを決めていくストーリーで、
筆者湊かなえさんらしい表現など
が使われていて物語に引き込まれ
ます。この本を読んだときに、自分
の今悩んでいることとしっかり向き
合えると思うので、ぜひ読んでみて

ください。
（有和中3年）

もの がたり

あした、弁当を作る。
ひこ・田中 著/講談社

心温まるストーリー。弁当作りを
通じて描かれる人間関係や日常の
出来事が読者に共感を呼びます。
また食事の大切さを再認識させて
くれます。また美しい写真やイラス
トが多く視覚的にも楽しめる内容で
す。このことから『あした、弁当を
作る。』は、感情的な深みを兼ね
備えた作品です。

（有和中2年）

べん とう つく

わたしの気になるあの子
朝比奈 蓉子 著/ポプラ社

女、男だから、この髪型、服装、
職業などの固定概念、ジェンダー
レスのことについて考えさせられ
る本です。女だからと自分の着た
い服装を着させてもらえない主人
公が、友達がある日坊主頭にして
きたのを見て自分も、女だからな
んだ、と坊主頭にしたところが印
象に残っています。（有和中2年）

き こ

あの日とおなじ空
安田 夏菜 著/文研出版

沖縄の戦争の話。夏休みに兄弟だ
けで沖縄のひいおばあちゃんの家
に遊びに行った。ダイキは昔が見
える穴からキムジナーと一緒に昔
のおばあちゃんを見たのです。穴
から見た景色はとても残酷な世界
をしていた。この話は戦争のつら
さや、平和の尊さに気づけるいい
本。みんな読もう。（有和中2年）

ひ そら

ねん せい えら ほん ねん せい えら ほん
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